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中間評価 最終評価

学習後、それを活用する場面(活動)をつくる。一般的な内容を
具体化する。例えば、『方程式を解くだけでなく文章題を作っ
て立式する』『彫刻刀の知識だけでなく実際にものを作る』な
ど。暗黙知(経験や勘に基づく知識)を形式知(説明･表現できる
知識)にできるようになるまで基礎基本を徹底する。

生徒の授業評価アンケート「授業内容は
理解できた」「授業内容が分かりやす
い」の「そう思う」の割合を８０％以上
にする。

Ａ Ａ

活動とねらいをしっかり結びつけて、学びのある活動にしていか
なければならない。そのためにも、課題設定を見直し、生徒と課
題の共有も大事にしていく。また、知識・技能を習得した後に、
それらを活用する場面（活動）も積極的につくっていく。

課題提示の工夫をする。
「これは解決したい、しなきゃいけない」と生徒が考える必然
性があり、自分からやろうという意欲を生み出す課題設定をす
る。
また、多様な意見や価値観が必要となるような(答えが１つとは
限らないような)課題設定をする。

生徒の授業評価アンケート「意欲的に自
らすすんで取り組める授業である」の
「そう思う」の割合を７０％以上にす
る。 Ａ Ｂ

教員の授業力、特に質の高い課題設定の工夫について底上げする
するために、誰でも取り組めるような手法について研究部で構造
化を図る。例えば、必然性・意欲・積み重ねという３つの側面に
おいて、アンケートや複数の資料を用いて必然性のある課題を設
定する。ただし、手法先行とならないようにする。

授業内容を工夫する。
自力解決→結果を共有(生徒の多様な意見や価値観に触れられる
授業)することで、学習の深化を図る授業にしていく。『自分の
考えを伝えなきゃ、相手の考えを理解しなきゃ』という授業に
していく。

生徒の授業評価アンケート「自分の意見
を理解してもらったり、人の意見を自分
が理解することができた」「自分以外の
意見や考えに触れる(知る)授業である」
の「そう思う」の割合を７０％以上にす
る。

Ａ Ａ

生徒がどういう風に学んでいきたいかなどのアンケートを取り、
それを活用して授業に取り入れたりするなど、生徒の多様な意見
や問い、学びに向かう姿勢を活用した授業作りを検討する。
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生徒の温かい心を育てる活動を行う。
生徒会で、「良いことしたＰＲ」「良いことをしていたＰＲ」
を生徒全員が行う。
６月、１１月、２月にスクールバディで朝、昼休み等に各フロ
アで活動の紹介をして、生徒と触れ合う活動を行う。
授業中にその場でほめる機会を積極的につくる。
道徳で「友だちの良いところ」見つけ、長所に気づかせる授業
を行う。

ふれあい月間いじめについてのアンケー
トで、「温かい心をもつことができた」
「温かい心を行動に表すことができた」
と回答する生徒をともに９５％以上にす
る。

Ｂ Ｃ

温かい心に触れる機会が少ないので、学校生活の大部分を占める
授業での一斉学習からグループで行う学習を増やし、自分の意見
を表現し、他の意見を受け入れる他者理解の場を増やす。
さらにスクールバディの活動を明確にし、生徒が交流できる場を
増やすことの必要性を理解し、あいさつ運動等の生徒同士のふれ
あい活動を積極的、計画的に行っていく。その中でコミュニケー
ション能力を身につけさせる。

方策が抽象的で、活動が不十分
だった。いじめ防止のために生徒
が考えていることも理解しなが
ら、より具体的な方策を立てる必
要がある。
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６月に生活委員がＳＮＳの使用状況アンケートを作成する。ア
ンケートでＳＮＳによるいじめ状況を把握する。
１学期中にアンケートの意見・結果に基づいて６つのＳＮＳ
ルールの修正案を考える。
３学期にＳＮＳ東京ノートを使用し、相手の気持ちを考えたコ
ミュニケーションを学習する。

ＳＮＳアンケートで、「相手のことを考
えてＳＮＳを使っている」と回答した生
徒をＳＮＳ使用している生徒の９５％、
「ＳＮＳトラブルで困っている」と回答
した生徒を全体の５％以下にする。

Ｃ Ｃ

年度当初にルール見直し計画を明確にする。
ＳＮＳ使用状況アンケート、ルールの再確認、専門家によるＳＮ
Ｓの現状についての講演を行う。
アンケート、身につけたＳＮＳの知識をもとにクラス討議でルー
ルを見直す。
ＳＮＳ東京ノートを使用してＳＮＳでのコミュニケーション方法
について学習する。
生活委員会などで生徒を取り巻くＳＮＳの状況を知る機会をも
つ。

ＳＮＳルールの見直しを通して、
ネット利用の光と影をバランスよ
く指導していく。
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化 教職員
校内美化活動（桜の掃除、秋の落ち葉掃除等）を企画し、生徒
に自主的な活動を促す。
ボランティア体験の年間計画を立て、定期的に活動についての
啓発方法を考える。
ボランティア手帳を作成・配布し、ボランティア参加状況の把
握する。
スペシャルプランナーとボランティア主催の地域の方との打ち
合わせができる体制をつくり、ボランティア活動の意義を理解
し発信できるようにする。

夏ボランティアなどの自主的なボラン
ティアへの参加率を全体の１０％以上に
する。
学期末アンケートで、「誰かのために進
んで行動する意識を高めることができ
た」と回答する生徒を６０％以上にす
る。

Ｃ Ｃ

ボランティア活動を推進するスペシャルプランナーの活動を活発
化させる。
スペシャルプランナーにボランティアセンターなどでボランティ
アの意義を伝える。
身近なボランティアからさらにつなげていくためにボランティア
活動の紹介、活動発表、そしてボランティア活動の評価する場を
設定する。

地域と連携しながらボランティア
体験の場を増やし、ボランティア
体験を通して、自ら何ができるの
かを考え、実践できる生徒を育て
ていく。

担任の助言のもと、実行委員が練習の計画、運営をする。 行事アンケートで「クラスで協力して取
り組めた」「実行委員が行事の成功に導
いた」の回答をした生徒を全体の９５％
以上にする。

Ｃ Ｂ

来年度も引き続き、生徒で練習を企画し、必要に応じて助言をし
て支えていく。

宿泊行事・校外学習などにおいて、生徒同士で、ルールとその
意味などについて必要なことを考え、生徒主体の行事を実施す
る。生徒一人ひとりが係活動を分担し、活動に責任をもつ。

行事アンケートで「自分の担当の活動を
責任もって行えた」「充実した行事に
なった」の回答をした生徒を全体の９
５％以上にする。

Ｂ Ｃ

宿泊行事・校外学習行事へ向けて、最初の学習で行事の目的であ
る自主・自律・協力を明確に伝える。
行事前の道徳等の授業を通じて、責任の大切さ、規範意識をもつ
心を育てる。
生徒自身に、全員が楽しめ協力できるのに必要なルールを考えさ
せる。
生徒一人ひとりに係活動を分担し、活動に責任がもてる体制をつ
くる。
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多くの授業で、”自力解決→結果を共有”を取り入れたこ
とで、共同学習における効果が上がった。特に、実技教科
で数値が大きく伸びている。共同学習を行うほど、主体的
な取り組みの数値が高くなっている。だが、主体的な取り
組みの数値が高いからといって、授業内容が理解できてい
るとは限らないことも分かった。活動ありきになってお
り、活動内容がねらいにつながっていないことが理解を深
められない大きな要因であると考える。また、知識・技能
を習得できていても、それを活用できる場をつくっていな
かったり、そういった課題設定になっていなかったりする
ことも要因であると考えられる。

達成状況の指標　Ａ：100％～80％　　Ｂ：79％～50％　　Ｃ：49％～0％

心
の
教
育
の
充
実

生徒会で、「良いことしたＰＲ」「良いことをしていたＰ
Ｒ」ができなかった。
６月、にスクールバディで昼休みに活動紹介して、生徒と
触れ合う活動を行った。
授業中にその場でほめる、道徳で「友だちの良いところ」
見つける授業ができなかった。
３学期アンケートで「温かい心をもつことができた」生徒
８６％「温かい心を行動に表すことができた」６１％で
あった。温かい心を育てる具体的な活動が意識できていな
い。

６月に生活委員がＳＮＳの使用状況アンケートを作成し、
アンケートを実施した。
２学期に１年生でＳＮＳルールを確認し、現在の使用状況
を理解したうえで６つのＳＮＳルールの修正案を考えた。
しかし２，３年生ではできなかった。
２学期に１，２年生はＳＮＳ東京ノートを使用し、相手の
気持ちを考えたコミュニケーションを学習した。しかし、
３年生ではできなかった。
情報モラル教育計画が明確に示されていず、学校全体に情
報モラル推進の必要性が意識づけできなかった。

学校の落ち葉掃き、雪かきといった学校でのボランティア
体験に自発的に参加する生徒が増えた。
スペシャルプランナーは地域のボランティア体験に参加し
た。
夏休みボランティア参加生徒は３％であったが、昨年度よ
りも増加した。
ボランティア推進に関する活動は、スペシャルプランナー
の積極的なボランティア体験参加が生徒の自発的な参加に
つながった。しかし、学級活動、生徒集会等の中ではボラ
ンティア推進に関する活動ができなかった。
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体育大会、合唱コンクールともに生徒中心に協力しあえ
た。９０％以上の生徒がクラスで協力できたと実感してい
る。実行委員、パートリーダーを中心に練習を行った。そ
の中で教員が助言をして、練習の中でクラスで協力体制を
つくることができた。

生徒中心に自分たちが安全に行える行事のためのルールを
考える時間を確保できた。
決められた活動には責任もって行えた。
「自分の担当の活動を責任もって行えた」生徒９５％で
あったが「充実した行事になった」生徒に関しては協力で
きなかったと感じている生徒が約２０％いた。班活動の小
集団での協力体制が難しい。

教員間の指導力の差は乗り越えな
いといけない問題である。また、
主体的な取り組みの数値が高いの
に、知識・技能の習得ができてい
ないのも問題である。同じ教科や
教科を越えて、教員間で情報共有
をして、意思の疎通をはかってい
く必要がある。
また、学校教育において変わらな
ければいけないものと、変えるべ
きでないものを十分に見極めてい
かなければならない。

教員間の指導力の差が大きい。課題提示の仕方や工夫が原
因の一つと考えられる。現在、それらが各教員に委ねられ
ているため、力量が数値となって表れている。

一教員に対する評価が学年で差がある。教え方が同じで
も、１学年では数値が高いが、２学年では低いものがあ
る。共同学習を行う上で、安心して発言できる環境づくり
や生徒間の多様な価値観に対する寛容、人間関係の構築が
整っていないなどが考えられる。
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きめ細かい指導により、全生徒の
主体的な活動を支えていく。

平成２９年度　学校評価報告書　【国立市国立第一中学校】

学校教育目標

「たくましい、心豊かな人間をめざして」次の目標を設定する。
 １．自ら学び、考え、自主的な行動をしよう。
 ２．豊かな創造性を養おう。
 ３．思いやる心をもとう。
 ４．健康な心身をつくろう。

「共学」「共感」「共有」による学舎の創造
 １　確かな学力の向上　共に学ぶ「共学」
 ２　心の教育の充実　 　自他を大切にする「共感」
 ３　特別活動の充実　 　共に育つ「共育」

学校教育目標 中期的目標 短期的目標 具体的な方策 評　価　指　標
達成状況

分　　析 改　善　策 学校関係者評価


